
資料１

①－１ 中央公民館・粕壁地区公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

1 音響操作セミナー 6月 1
青少年～成

人
20

2 講堂機器操作説明会
5～3月
(隔月)

6 20

3 音楽鑑賞会 7月 1 351

4 春日部市民県展入選作品展 7月 1 ―

5 年少リーダー研修会 7～3月 10
小学校
5・6年生

20～40

6 かすかべライブフェスタ 9月 1
青少年～成

人

出演
6バンド
351人

7 サークル体験月間 9～10月
1か
月

―

8
教養講座
演劇ワークショップ

11月 1 20

9
企画展
第12回　春日部市障がい者作
品展

12月 1 ―

10 キッズフェスティバル 1月 1
おおむね4歳

～小学生
―

11
中央公民館利用者協議会
陶芸窯利用団体のつどい

1月 1
公民館利用

者
50

12 科学展 1～2月 1 一般 ―

令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

講堂を音楽会・講演会等で利用する際に必要な音響機器の操作を学び、よりよい音響効果を追求するための技術
を習得し、学習活動を充実させることを目的とする。
（指導：PAサークルプラグド）

中央公民館講堂を音楽会等の発表で利用する際に必要な照明・音響装置の基本操作を習得し、利用団体が自ら
の力で円滑に舞台運営ができるようにすること目的とする。（説明：中央公民館職員）

良質な芸術文化に触れる機会を提供することにより、音楽への関心と理解を高め、市民の文化向上に資する。
（協力：音響　PAサークルプラグド 、照明　春日部市民劇団かざぐるま）　

市民の美術への関心と理解を高めるため、優れた作品を鑑賞する機会を提供し、文化芸術活動の推進を図る。
（主管：第３３回春日部市民県展入選作品展実行委員会）

小学校5・6年児童を連れてキャンプ事業を実施し自然に親しむと同時に野外活動や創作活動等を行うほか、月１回
程度の団体活動を通して、次世代リーダーを担う健全な青少年の育成を図る。また、キッズフェスティバルの企画・
運営に携わってもらう。

公民館を利用しているバンドに発表の機会を提供し、更なる公民館利用の促進を図る。
（協力：PAサークルプラグド）

中央公民館、粕壁南公民館のサークル活動の促進と利用の活発化を目指す。
（協力：中央公民館利用サークル）

一般成人の学習ニーズに対応したものを、時局に即してタイムリーに実施する。

ギャラリーを利用した展示による学習会
　　（共催：春日部市障がい者支援課）

複数の体験ブースを設け、こども対象のレクリエーション・工作等の体験学習を行う。体験ブースの指導者として公
民館利用団体や専門の講師に協力を仰ぐ。また、年少リーダー研修会の一環として参加者の児童生徒にも企画・
運営に関わってもらう。

公民館施設を利用する上での基本的な注意事項等を改めて確認し、公民館利用の適正化を図るとともに、利用団
体相互の交流の機会とする。全体会議終了後、陶芸窯利用の団体だけの会議も行う。

ギャラリーを利用した展示による学習会
全国科学館連携協議会からパネルを借用し展示
「百鬼騒乱～災いと妖怪伝説～」または｢子ども宇宙科学～太陽系を探索しよう～｣予定

一般

一般
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

①－２ 中央公民館・粕壁地区公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

13
企画展
防災に関する展示会

2～3月 1 ―

14 公民館学習情報提供事業 4～3月 随時 ― ―

15 公民館関係資料調査及び収集 4～3月 随時 ― ―

16 公民館関係団体への支援 4～3月 随時 団体 ―

17
各種公民館関係資料の作成・
発行

4～3月 随時 ― ―

18 子ども体験教室 7・1月 2 小学生 ―

19 粕壁地区体育祭 10月 1 地区住民 ―

20 粕壁地区壮年ソフトボール大会 11月 1 45歳以上 ―

21 粕壁市民センターまつり 2月 1
中央公民館・
粕壁南公民
館利用団体

―

22 社会を明るくする運動研修会 7月 1 一般 50

23 かすかべ茶屋
5月より
毎月

11 一般 各20～30

24 公民館だより「桐のまち」 偶数月 6 粕壁地区住民 ―

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

ギャラリーを利用した展示による学習会　　（協力：防災対策課）

市内公民館との連絡調整を図り、公民館だより月間行事予定表、利用団体情報などの各種学習情報提供を効果的
に行う。

学習情報の提供に資するため、各種資料の収集・整理を行う。社会教育課及び視聴覚センターと連携。

団体活動に関する各種の相談活動並びに団体情報の市民への提供などを行う。

「春日部市の公民館」「公民館利用団体一覧」などの資料を作成する。

主に小学生を対象に、伝統文化・芸術・環境・科学等の体験を通して、自ら探求し生きる力を養う。

地域住民の健康増進・体力向上及び住民相互の交流を図る。

壮年の健康増進と親睦を深めることをめざす。

中央公民館及び粕壁南公民館利用団体の学習成果発表の場を提供するとともに、地域住民及び利用団体の相互
交流の機会を設け、文化意識を醸成し市民主体の公民館活動を一層推進する。

更生保護女性会の事業を共催で行い、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない明るい社会を築くための
地区内の安全な生活を推進する。

様々なテーマについて学習し、それぞれの教養の向上を目指す。

公民館から様々なイベント情報等を地域住民に伝達することにより公民館利用を促進し、地域における生涯学習活
動を情勢する。
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

② 粕壁南公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

1 ジュニア囲碁スクール
４月より                                                               

毎月
12 小学生 10

2 幼児家庭教育学級 5・7・11・1 4
0～4歳児と

保護者
8～25組

3 人権教育研修会 ２月 1 一般 －

4 粕南パパママひろば 6・1月 2
未就学児と
その保護者

5組

5 粕南ギャラリー 通年 － 市民 －

6 サークル体験月間 9月～10月
１箇
月

一般 -

7 粕壁地区体育祭 １０月 1 地区住民 －

8
粕壁地区壮年
 ソフトボール大会

１１月 1 満45歳以上 －

9 利用団体代表者会議 ２月 1
利用団体
代表者

－

10 公民館だよりの発行
4～3月
随時

6 地区住民 各世帯

11 かすかべ茶屋 ５月より毎月 11 一般 各20～30

12 防災訓練 未定 地区住民

13 市民センターまつり 2月（予定） 1 一般 ー

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

春日部ジュニア囲碁普及会の指導のもと、囲碁を通した人格形成や同世代、異世代との年代を超えたコミュニケー
ションを図る。

人間形成において重要な幼児期の発育について、保護者が正しく理解し適切な育児を行って行くための学習機会
及び保護者同士の交流の場とする。以って幼児期における家庭教育の充実を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人権問題について学習し、正しい理解と認識を深めることをねらいとする。

就学前の子どもを持つ保護者に交流の場を提供する。ボランティアに託児を依頼することで保護者間の仲間づくり
を支援し、季節行事を企画することで、より子育てしやすい環境の醸成をねらう。

公民館利用団体に加え、利用団体以外の団体や個人の芸術活動を支援するため、展示スペースを作品展示ギャラ
リーとして無料で貸し出す。

館報8月号で告知し、公民館のサークル活動の促進と利用の活発化を目指す。

地域住民の健康増進・体力向上及び住民相互の交流を図る。

壮年ソフトボール大会。壮年の健康増進と親睦を深める。

公民館利用団体を対象に施設の利用方法等についての説明を行う。併せて、各団体の相互交流を図る。

公民館から発信される様々な情報（公民館主催事業等）を地域住民に伝達することにより、公民館利用を促進し、
地域における生涯学習活動を醸成する。

中央公民館・粕壁南公民館と交互に実施し、様々なテーマについて学習し、それぞれの教養の向上を目指す。

自治会と共催し、自主防災訓練を実施して、もしもの備えをする。

中央公民館及び粕壁南公民館利用団体の学習成果発表の場を提供するとともに、地域住民及び利用団体の相互
交流の機会を設け、文化意識を醸成し市民主体の公民館活動を一層推進する。
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

③ 内牧地区公民館・内牧南公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

1  子育てサロン 通年 12
幼児

保護者
-

2
幼児家庭教育学級
（パパママの子育て学級）

６．１０．３ 3
幼児

保護者
20組程度

3
 婦人バレーボール・
ソフトバレーボール大会

6 1
内牧地区在住
の１８才以上の

女性
-

4 内牧地区少年少女球技大会 7 1
内牧地区の

小学生
-

5 家族ふれあい教室 8 1 家族 20人程度

6 青少年体験教室 通年 5
子ども
保護者

－

7 教養講座 通年 1 一般 -

8 趣味の講座 通年 1 一般 -

9 音楽鑑賞会 7 1 一般 100人程度

10 内牧ふれあい講座 9 3
一般

60歳以上
20人程度

11 市民体育祭内牧地区大会 10 1
地区
住民

-

12 内牧地区文化祭 2 1
地区
住民

-

13 公民館利用者のつどい 2 1 利用者 -

14 人権問題研修会 2 1 一般 -

15 公民館だより「うちまき」の発行 偶数月 12
内牧地区全

戸
-

16 防災訓練 ５・２ 2
地区
住民

-

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

育児中の親子が気軽に訪れ、親子同士の交流や相談の場を提供する。

幼児期の発育や育児について学ぶ。

スポーツを通し地区内女性の交流を図り、健康増進に寄与する。

地域に育つ子どもたちの交流と健康増進を図る。

自然に親しみながら家族のふれあう機会を提供し、野外活動を行う。

学校、家庭で出来ないことの体験の場を提供する。また、小学生の夏休みの思い出をつくる。

余暇時間の有効活用及び学習機会の提供を図る。

余暇時間の有効活用及び学習機会の提供を図る。サークル活動の推進を図る。

音楽にふれることで豊かな人間性を養う。

概ね６０歳以上の方の健康や生きがい等について考える学習の機会を作る。

地域住民の健康増進と体力の向上を図る。また、住民相互の交流を図る。

日ごろの芸術文化活動の成果発表の場を提供することで、活動の活性を図り、芸術文化の振興に寄与する。

利用上の留意点を再確認する。

人権について学ぶ。
利用者のつどいの中で開催。

公民館事業及び地域行事等の情報提供を行う。

訓練を行うことにより安全な生活を送ることができる。
また、訓練を通して災害時の対応を学ぶ機会とする。
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

④－1 豊春地区公民館・豊春第二公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

1 防災教室 ６～３月 2 自治会・一般 50

2 防犯教室 ６～３月 2
自治会
一般

20

3 いきいき学級 ５～２月 3 一般 50

4 親子の広場 ４～３月 24
乳幼児と

その保護者
親子２０組

5 とよはる音楽祭
５月・７月・９月・

１２月
4 一般 150

6 サークル発表会 ４～３月 随時 一般 100

7 教養講座 ５～３月 5
小学生～

一般
20

8 生涯学習市民推進員連携事業 7～11月 3 一般 20

9 青少年チャレンジ教室 ８月～３月 3 小・中学生 20

10 展示会 ４～３月 3 一般 －

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

訓練や講座、講演会を通して、地域の防災力を高めることを目指す。

地域住民が安心安全に生活するための基礎知識を身につける場とし、防犯意識の向上と地域課題の解決を目指
す。

地域住民にあった学習機会を提供することにより、これからの生活を健康的にいきいきと過ごすための学習及び、
学習を生かすことで、住民の健康の維持・増進を図る。

子育てについての情報交換や参加者相互の交流を図るとともに、学習機会を提供する。
（協力：豊春地区更生保護女性会）

地域と公民館のさらなる発展・交流の拡大を目指し、音楽を通した芸術鑑賞と感性の醸成を目的とする。また、全国
で演奏活動をしている団体の演奏を聞く機会を提供する場とする。

公民館利用者の学習成果の発表と利用者相互の交流並びに、地域住民の公民館活動への理解を深める。

地域住民の声や社会情勢を鑑みた内容の学習機会の提供を図る。

地域住民の教養の向上と生涯学習推進のため、生涯学習市民推進員との協働により、企画、実施する。また、地域
の団体等との共催による事業を企画、実施する。（協力：豊春地区生涯学習市民推進員）

子ども達の挑戦のきっかけとなるような学習の機会を提供する。

ロビーを絵画、書道、俳句などの作品展示に公表することで、美術、芸術を育む心を醸成する。また、出品者や来場
者が公民館へ足を運ぶことによって公民館利用の拡充を目指す。　
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

④－２ 豊春地区公民館・豊春第二公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

11 豊春第二公民館文化祭 １０月 1
利用団体

一般
－

12 豊春市民センター文化祭 １１月 1
利用団体

一般
－

13 豊春地区体育祭 １０月 1 地区住民 －

14 豊春演芸のつどい １１月 1

豊春地区い
きいきクラブ
連合会会員・
一般

－

15 小・中学生期家庭教育学級 １２月 1
小・中学生の
保護者・一般

150

16 お楽しみウォーキング ３月 1 一般 30

17 オレンジカフェ 毎月2回 44 一般
市民セン
ター：20人

二館：１２人

18 公民館利用者説明会 １月 2 利用団体等 －

19 人権問題研修会 1月 2 利用団体等 －

20 公民館だよりの発行 随時 8
豊春地区内

全世帯
－

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

公民館利用団体が日頃の活動成果を発表し、新たな活動への意欲を育むとともに、市民同士の交流を図り、公民
館活動の拡大を目指す。
（主催：豊春第二公民館文化祭実行委員会）

市民センター利用団体が日頃の活動成果を発表し、新たな活動への意欲を育むとともに、市民同士の交流を図り、
公民館活動の拡大を目指す。

スポーツ・レクリエーションを通して地区住民の健康と体力向上及び相互の交流と親睦を深めて健全な地域の発展
を図る。
（主管：豊春地区体育祭実行委員会）

日頃の演芸活動の成果を発表・鑑賞する場を提供すると共に、地域住民の交流・親睦を深める機会とする。
（共催：豊春地区いきいきクラブ連合会）

小・中学生を持つ親の在り方・生き方を学ぶ。家庭を取り巻く現状の把握と、その解決法を学び、参加者の自発性を
高めることを目指す。
（共催：豊春地区各小中学校PTA）

地区住民の健康と体力の向上及び相互の交流と親睦を深めて、健全な地域の発展を図る。

認知症の人やその家族、また地域住民や専門職が気軽に集い交流できる場所として開催する。参加すること自体
が、閉じこもり予防につながり、また、同じ悩みを持つ者同士が一堂に会することにより安心感を得ることができ、地
域の活力増進へとつなげる。
（共催：第3地域包括支援センター）

公民館利用団体と公民館の連絡及び利用者相互の交流の場とする。
（豊春市民センター、豊春第二公民館で開催）

豊かな人間関係づくりを目指し、偏見や差別等の人権問題について認識を深めるとともに、人権問題の早期解決に
向けた人権意識の高揚を図り、明るいまちづくりを推進していく。（公民館利用者説明会と同時開催）

公民館事業のPR、社会教育団体の活動のPRや行事の情報提供を行う。14,000部印刷。
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

⑤武里地区公民館・武里東公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

1
武里地区公民館防犯・防災対
策事業

４～３ 3 一般
事業により

異なる

2 子育てサロン 毎月 12
未就学児と
その保護者

１０組

3 ふれあい教室 ４～３ 1
こどもから

一般
事業により

異なる

4
ふれあい教室
「目指せ！星博士」

４～３ 3 小・中学生 20

5
放課後子ども教室
「わかたけっこひろば」

６～３
第２土曜

10 武里小児童
事業により

異なる

6 たけさとカフェ 毎月 12 一般
各回３０人程

度

7
オレンジカフェ「アサンテたけさ
と」

毎月第３土曜 12 一般 ３０人程度

8 オレンジカフェ【武里東】 毎月第２土曜 12 一般 ２５人

9 教養講座 ４～３ 1 一般
事業により異

なる

10
教養講座
えんＪＯＹトレーニング

毎月 40 一般 ３０人程度

11
教養講座
春の散策

5 1 一般 ２０人程度

12 武里市民センターまつり 10 1 一般 ３００人程度

13 武里地区体育祭 10 1 一般 2500人程度

14 人権教育研修会 1 2 一般 ２０人程度

15 サークルサポート 随時 － － －

16 公民館利用者会議 1 2 一般 ２０人程度

17
公民館グラウンド利用団体代表
者調整会議

偶数月の
第３日曜

6 一般 １５人程度

18 公民館だより発行 毎月 12 地区内全戸 －

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

武里地区内の自治会や地域住民を対象に、防犯意識の向上及び地域での災害発生時の体制の強化を図る。

親子で気軽に立ち寄り、育児の不安・悩みなど、子育てについての情報交換や参加者相互の交流を図る。

地域に根ざした学習機会をつくると共に、参加者同士の交流を図り、地域の連帯感を高めることを目指す。

武里地区公民館の屋上から天体現象を観測し自然への興味・関心を高める。

放課後の居場所作り事業として、学校、地域と公民館が連携して実施する。

気軽な雰囲気の中で学べる機会を提供。

認知症の方やご家族の方などの“つどいの場”として開設する。

認知症の方やご家族の方などの“つどいの場”として開設する。

ＤＸの推進を踏まえた講座、その他、教養を深めるための講座等を実施する。

介護予防体操のえんＪＯＹトレーニングを行い、地域住民の健康増進を図る。

地域の歴史を深めるとともに、郷土愛を育む。また、生涯学習のきっかけとなるような機会として実施する。

公民館利用者の学習成果の発表等の実施を通じて利用者相互の交流等を図る。

地区をあげたスポーツ・レクリエーションの祭典で、地区住民の健康と体力向上及び相互の交流と親睦を深める。

人権についての学習機会をつくり、人権意識の高揚を図る。

新規、既存のサークルへのサポートを行う。

公民館の円滑な利用を図る。

武里地区公民館グラウンドの円滑な利用を図る。

公民館事業の広報・報告、その他、地域の話題などを掲載する。
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

⑥幸松地区公民館・幸松第二公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

1 スポーツ広場 毎月 30 一般 720

2 子育てサロン 毎月 12
乳幼児と

その保護者
240

3 こうまつ寺子屋 ５月～２月 未定 一般 未定

4 公民館利用団体共催オープン講座 ５月～２月 未定 一般 未定

5 社会を明るくする運動 ７月 1 一般 60

6
幸松地区体育振興会各種ス
ポーツ事業

８月・１１月 2 地区住民 78

7 こうまつ音楽祭 9月～2月 3 一般 280

8 幸松地区体育祭 １０月 1 地区住民 -

9
幼児～小・中学生期家庭教育
学級

１０月～２月 2

未就学児、
未就学児～
小中学生の
保護者ほか

３０～５０

10
幸松ふれあい
文化祭

１１月 1 一般 -

11 公民館まつり １１月 1 一般 -

12
幸松地区
防災・防犯関連事業

１２月 未定 地区住民 -

13 利用者のつどい １月 1
公民館
利用者

未定

14 人権教育研修会 １月 1
公民館
利用者

未定

15 サークル体験会 ３月 - 一般 -

16
こうまつギャラリー、
幸松第二公民館利用者作品展示

通年 - 来館者 -

17 公民館だより発行 偶数月 -
幸松地区全

戸
-

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

体育室を無料開放し、スポーツを通じて健康増進を図るとともに地域住民の交流を図る。
毎月第１、第３日曜日、第2土曜日　　　　※各回２４人

親子で気軽に立ち寄り、育児の不安・悩みなど、子育てについての情報交換や参加者相互の交流を図る。
毎月第１木曜日　　　各回１０組

市民生活に身近なテーマを取り上げ、地域住民の教養を高める。

利用団体と共催で事業(講座や展示会)を実施し、利用団体の会員増加につなげるとともに、各団体の活動を広め、
地域の活性化に寄与する。

地域住民とともに、安全な生活環境を構築し、犯罪・非行のない明るい社会を目指す。

スポーツを通じて地域住民の健康の増進と親睦を図るとともに、地域の取り組みへの理解を深め、地域の活性化を
図る。　

音楽を通じて住民の交流の場とする。子どもから大人まで音楽に触れる機会を提供する。
※こうまつ市民センター・こうまつ音楽祭　各100人　第二公民館　新春コンサート　８０人

地域住民の体育・レクリエーションの祭典。健康の増進と体力の向上を図るとともに地域の連帯感の高揚を図る。

幼児期～小・中学生期における家庭教育のあり方について学ぶ。

地域住民の文化・スポーツ活動の学習成果の発表の場、地域住民のふれあいの場とする。
※土曜、日曜開催　公民館まつりと同時開催

レクリエーション等をとおして、地域住民の交流を深めるとともに、世代間の交流を図る。
※幸松ふれあい文化祭と同時開催

自然災害や犯罪から自分や家族・地域を守ることができるよう、日頃から防災・防犯に関連する講習、訓練等を通じ
て必要な知識を身につける。

公民館利用者と公民館の連絡及び利用者相互の交流の場とする。併せて防災訓練や防犯対策を実施する。

人権問題について正しい理解と知識を深める。

公民館利用サークルを紹介し、サークル活動の促進と利用の活発化を図る。

幸松地区公民館２階通路及び、幸松第二公民館ロビー等を公民館利用団体の作品発表の場として開放し、地域住
民に鑑賞の機会を提供する。

公民館事業及び地域行事の情報提供を行う。
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

⑦ 豊野地区公民館・藤塚公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

1 公民館利用者のつどい ２月 1
公民館利用

者等
なし

2 子育てふれあいサロン 4月～3月 12
０歳から５歳
児と保護者

5組～10組

3 初心者健康気功 7～8月 4 一般 20

4 ふれあい教室 4月～3月 4 一般
講座ごとに異

なる

5 チャレンジ教室 ７月 1 小学生 ―

6 必ず役立つ入門講座 7月 2 一般 10

7 人権教育研修会 ２月 1 一般 ―

8 令和８年度　豊野地区体育祭 10月 1 一般 ―

9 三世代交流スポーツフェスティバル 2月 1 地区住民 ―

10 豊野市民センター祭り 11月 1 一般 ―

11 サマーミュージックフェスティバル ６月 1 一般 ―

12 健康を考えるつどい 9月 1 一般 150

13 豊野キッズフェスタ ７月 1 小学生以下 ―

14 サークル体験月間 ８月 1 一般 ―

15 料理教室 １２月 1 一般 12

16 公民館ロビー展 4月～3月 3 一般 ―

17 避難所開設訓練 ６月～３月 2 地区住民 ―

18 公民館だより発行 4月～3月 12 地区住民 ―

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

公民館の利用に関する意見交換の場として、また、利用者同士の交流の場として開催し、地域に開かれたより良い
公民館を目指す。

乳幼児の自由な遊び場、保護者の交流・情報交換の場として隔月で地区館と藤塚の両館で開催する。
（協力団体：更生保護女性会豊野支部）

高齢者でも長く続けられる気功を通して、地域住民の健康増進を図る。運動をする習慣づけをするため、週1回の開
催を短期間に集中して行う。（協力団体：導引養生功とよのクラブ）

地域に根ざした学習機会をつくると共に、参加者同士の交流を図ることにより、地域の連帯感を高めることを目指
す。

子供たちにチャレンジしてほしい内容の講座を、キッズフェスタと同時期に行う

日常生活に役立つさまざまなテーマを選び、日々の生活に活用できる学習の機会を作る。(スマフォ及び防犯教室）

豊かな人間関係づくりを目指して、様々な人権について認識を深める。

誰でも気軽に参加できる内容で実施し、地区住民の健康増進及び交流と親睦を深める。（共催団体：豊野地区自治
会連合会、主管：豊野地区体育振興会）

地域に根ざしたスポーツの促進・普及及び市民の健康増進を図るとともに、三世代のきずなを深める。
（共催団体：豊野地区体育振興会）

「豊野地区公民館及び藤塚公民館利用者」の文化活動の成果を発表する場として、また、地域住民のふれあいの
場として開催する。

夏の季節にふさわしい音楽とフラダンスを鑑賞する機会を提供するとともに、フェスティバルの実施を通して公民館
利用者同士の交流を深める機会とする。（協力団体：藤塚ウクレレクラブ・フラダンスクラブ）

高齢者を主な対象に、講演会等を通じて健康について考える機会をつくる。
（共催団体：社会福祉協議会豊野支部）

地域の小学生に様々な体験を出来る場を提供し、公民館に親しんでいただく。また、地域住民にも参加していただく
ことで、世代間交流と地域コミュニティの活性化を図る。

サークル活動の楽しさを多くの人に知っていただく機会を提供するとともに、公民館利用団体の新たな会員の獲得
につなげることをめざす。

手作りの良さと楽しさを体験し、共同作業を通じ参加者同士のコミュニケーションを促進し、生活の質の向上を図る。
（協力：春日部市生涯学習市民推進員豊野地区担当）

公民館ロビーで作品展示を実施することにより、日頃の生涯学習活動の成果を発表するための場を提供する。（協
力：春日部市生涯学習市民推進員豊野地区担当）

地区住民の防災意識の向上及び、避難所の設営を実際に体験し災害時にスムーズに対応ができるようにする。（協
力：豊野地区災害対策協議会・豊野地区自治会連合会）

公民館事業の広報・報告その他地域の話題などを掲載する。約6,300部発行。
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

⑧－１ 武里南地区公民館・武里大枝公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

1
サークル連絡会
①展示部門　②舞台部門

通年 - 一般 -

2 音楽鑑賞会 未定 未定 一般 未定

3 子育てふれあいサロン
5・6・9・10・11・

12・1・2月
8回 乳幼児と保護者

開催月により
異なる

4

第６地域包括支援センター
共催事業
①オレンジカフェ
②介護者交流サロン「福」

①１月以外
②毎月

①11
②12

一般
①20
②定めず

5 生涯学習市民推進員企画事業 未定 未定 未定 未定

6 青少年健全育成事業 未定 未定 小学生 未定

7
外国人による日本語スピーチ発
表会

未定 1 一般 未定

8 レクリエーション・スポーツ教室 未定 未定 一般 未定

9 武里団地地区体育祭 １０月 1 一般 -

10 教養講座 未定 未定 未定 未定

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

公民館で活動しているサークルの活動成果の発表の機会を提供することで、サークルの文化活動及び社会教育活
動を支援するとともに、地域に対し活発な公民館活動をPRすることを目的として実施する。

武里団地と周辺地域の住民を対象として、音楽を通して心と身体の健康促進の一環として実施する。

子育て中の保護者に交流と情報交換の場を提供し、子育ての負担感の軽減を図るとともに、地域の子育て支援機
能の拡充を図る。    １２月は土曜日または日曜日開催。
協力：武里団地地区民生委員・児童委員協議会、市更生保護女性会武里団地支部、子育ち応援団　ゆめ色

認知症患者やその家族、地域の方、専門職が集い、自由に話し合える場を提供する。

地域人材のノウハウを活用し、幅広い年齢層の方に様々な手法による事業を展開し、生涯学習の推進を図る。

子どもたちの好奇心や情緒、感性を養うとともに、公民館事業への関心を高める機会とする。

武里団地や近隣在住の外国人が、母国との違いや日頃感じていることなど様々なテーマで日本語でスピーチをす
る。異文化・国際交流のきっかけをつくる。

高齢化の進む武里団地の住民を中心に、無理なく体を動かせる体操等を行うことで健康の維持増進を図る。

健康の維持増進と体力の向上を図るとともに、地域住民の交流と親睦を深める。
主催：武里団地自治会協議会・５街区町会

知的好奇心を刺激し、外出するきっかけをつくる。様々なことに関心を持ち教養を深めるきっかけとする。
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

⑧－２ 武里南地区公民館・武里大枝公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

11 武里図書館共催事業 未定 未定 未定 未定

12 クラブ・サークル連絡会 １月 1回 利用者 -

13 人権教育研修会 １月 １回 一般 -

14 高齢者安心安全教室 未定 １回 高齢者 100

15 けやきフェスティバル 未定 1回 一般 -

16 武里団地入居６０周年記念事業 未定 未定 一般 -

17 公民館だより発行 毎月 12 地域住民 -

18 防災訓練・防犯教室
防災訓練：10月
頃
防犯訓練：未定

各２回 一般 未定

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

図書館が併設されている特色を生かし、図書とのふれあいのきっかけをつくる。

公民館の適正な利用と運営について考えるとともに、利用者のニーズを把握する機会とする。

人権問題について正しい理解と認識を深める機会とする。

高齢者が安心安全に生活することができるようにするための基礎知識を身につける機会を提供する。

公民館で活動しているサークルの活動成果の発表の機会を提供するとともに、地域住民と利用者の連携を強化し
地域力を目指し実施する。

武里団地入居開始６０周年を記念し、講演会やパネル展などを実施する。居住地域への愛着心醸成・過去を振り返
り将来を展望する機会を創出する。
新規事業。   協力：UR都市機構　他

公民館事業のPRや報告、地域の情報等を地域住民に提供する。

地区センター機能
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

⑨－１庄和地区公民館・庄和南公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

1 庄和地区市民大学 ５月～２月 30 一般 40

2 ２０２６庄和地区公民館まつり 未定 1 一般 1,500

3 庄和地区体育祭 46,306 1 一般 1,500

4 井戸端サロン 毎月 2 ５０歳以上 各２０

5 子育てサロン「親子のひろば」 奇数月 6
０～５歳児と

保護者
各２０

6 しょうわ塾 未定 2 一般 各２０

7 教養講座 未定 2 成人 各３０

8 健康講座 未定 1 成人 30

9 子どもの遊び場 未定 2
未就学児～

小学生
各３０

10 利用者のつどい １月または２月 1 利用者 －

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

地域住民に多種多様な内容の学習をする機会を提供し、地域に貢献できる人材育成を図るとともに、交友範囲を広
げてもらい、より有意義な生活を送ってもらうことを目指す。
受講生40人。別に運営委員会（月１回）、各班活動（随時）あり

日頃の成果を発表し、文化・芸術の向上を目指すとともに、参加団体相互の情報交換及び交流を図り、公民館活動
の一層の発展を期す。

地域住民の交流・親睦を深めるとともに、体力向上による健康増進を図る。

第２・４月曜日に開催し、高齢者の居場所づくり、仲間づくりを進める。
（協力：井戸端サロンふれあい隊）

全ての保護者が安心して子育てや家庭教育を行えるよう学習機会や相談の場を提供する。
（協力：春日部地区更生保護女性会庄和地区）

生涯学習市民推進員との共催で、地区住民の興味関心に基づく内容を庄和にちなんだ形態で実施する。

地域住民のニーズにあった内容（学習・音楽鑑賞等）を提供することによりこれからの生活を安心・安全に過ごすた
めの機会を図る。

楽しさを通して健康の維持管理に役立つ知識や方法を習得する内容とする。

子どもの遊び場を活用した事業。安心・安全に公民館で過ごす内容を提供する。

公民館の役割や規則を理解していただき、有意義で円滑な公民館の利用方法を浸透させる。また、利用者との意見
交換ができる場を提供し、利用者同士の交流を図る。
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資料１令和８年度　主な事業計画（学級・講座・大会・会議等）（案）

⑨－２庄和地区公民館・庄和南公民館

№ 事　　業　　名 実施月 回数 対　象 定員（人）

11 人権教育研修会 １月または２月 1 利用者 －

12 ステップアップギャラリー 通年 12 利用者 －

13 公民館だより発行 偶数月 6 地域内全戸 －

14 避難所開設訓練 未定 2 自治会・一般 30

15 防犯講座 未定 1 自治会・一般 30

16
庄和地区芸能大会ふれあいス
テージ

未定 1 一般 －

17 手打ちそば講習会 １１月 1 成人 12

18 展示イベント 随時 － 利用団体 －

第３回公民館運営審議会資料

ねらい、内容、特記事項(新規、夜間･日曜開設、協力団体等)

人権問題について学習し、正しい理解と認識を深めることを図る。

公民館利用団体が、階段展示スペースを利用して日頃の成果を発表（各月６点）する。油絵、水彩画、書、水墨画等
を展示。

公民館事業の広報・報告等を掲載する。偶数月に１回、約１３，５００部発行。

訓練や講座、講演会を通して、地域の防災力を高めることを目指す。

地域住民が安心安全に生活するための基礎知識を身につける場とし、防犯意識の向上と地域課題の解決を目指
す。

芸能を通じて、会員及び一般市民の福祉の増進を図る。

庄和南公民館の調理室は、そば打ちに必要なゆで釜や道具が揃っている特色を生かして、成人を対象に、そば打
ちを体験する機会を作り、暮らしや趣味の充実に資する。

庄和南公民館で活動しているサークルに発表の機会を提供する。また、展示作品の鑑賞を通じて、公民館活動を紹
介すると共に、サークル活動への参加の機会とする。
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